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は
じ
め
に

　
日
本
の
今
世
紀
後
半
を
少
し
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
高

度
経
済
成
長
が
本
格
化
す
る
中
で
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
。
都
市
内
部
の

過
密
化
や
都
市
の
外
延
的
拡
大
が
進
行
し
、
こ
の
急
激
な
都
市
化
が
引
き
起
こ
す

様
々
な
問
題
に
対
応
し
た
施
策
が
展
開
さ
れ
た
。
一
方
、
こ
の
時
期
に
は
、
公
害

問
題
に
端
を
発
し
て
生
活
環
境
問
題
が
萌
芽
す
る
と
と
も
に
公
害
が
住
民
活
動
の

契
機
に
も
な
る
。
7
0
年
差
に
は
、
生
活
環
境
の
改
善
の
た
め
の
都
市
基
盤
整
備
や

都
市
内
部
の
機
能
分
化
、
都
市
郊
外
部
で
の
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
と
と
も

に
都
市
の
交
通
基
盤
の
整
備
が
進
ん
だ
。
8
0
年
代
に
入
る
と
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
景

観
と
い
う
概
念
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
環
境
を
総
合
的
に
捉
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
は
じ
め
る
が
、
8
0
年
代
ま
で
は
い
わ
ば
成
長
期
の
都
市
づ

く
り
と
も
い
え
る
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
期
を
ほ
ぼ
終
え
た
9
0

年
頃
か
ら
、
成
長
期
の
都
市
づ
く
り
が
終
わ
り
に
近
づ
き
、
都
市
の
再
生
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
成
熟
期
の
都
市
づ
く
り
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
成
熟
型
都
市
づ
く
り
の
一
つ
は
、
都
市
が
都
市
の
繁
栄
を
一
方
的
に
追
求
す
る

時
代
か
ら
都
市
が
自
然
と
の
共
生
を
図
り
つ
つ
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
持
続
可
能
な

繁
栄
を
目
指
す
と
い
っ
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
概
念
で
表
現

さ
れ
る
側
面
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
都
市
は
よ
り
一
層
生
活
の
場
と
し
て
の
性

格
が
強
め
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
や
都
市
の
快
適
性
・
魅
力
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
方
の
時
代
へ
の
動
き
が
加
わ
り
、

に
ぎ
わ
い
や
界
隈
性
な
ど
各
々
の
都
市
が
保
有
す
る
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
づ
く

り
が
よ
り
重
要
性
を
増
す
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
成
熟
型
社
会
へ
の
転
換
の
動
き
の
中
で
、
「
場
所
の
顕
在
化
に

よ
る
都
市
再
編
（
ま
ち
の
魅
力
再
発
見
）
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

場
所
の
顕
在
化
に
よ
る
都
市
再
編
（
ま
ち
の
魅
力
再
発
見
）
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場
所
の
顕
在
化
に
よ
る
都
市
再
編
（
ま
ち
の
魅
力
再
発
見
）

一
二
四

1
．
堺
の
全
体
像

1
）
基
本
的
視
点

　
都
市
を
捉
え
る
と
き
の
基
本
的
視
点
は
、
土
地
の
地
歴
（
自
然
・
歴
史
・
文
化
）

に
立
脚
し
た
個
性
化
で
あ
る
。

　
堺
が
立
地
し
て
い
る
環
境
の
ベ
ー
ス
は
、
市
南
部
の
起
伏
山
地
、
泉
北
丘
陵
地
、

内
陸
の
平
野
部
、
海
岸
の
三
角
州
と
い
っ
た
層
状
の
地
形
か
ら
で
き
て
お
り
、
そ

の
中
を
石
津
川
水
系
や
西
除
川
水
系
が
流
下
し
、
山
か
ら
平
野
を
経
て
海
ま
で
を

つ
な
い
で
い
る
。

　
堺
の
歴
史
は
こ
の
地
形
に
基
づ
い
て
発
達
し
て
き
た
と
い
え
、
泉
北
丘
陵
に
は

須
恵
器
の
工
房
と
い
う
弥
生
時
代
の
最
先
端
技
術
が
立
地
し
、
次
の
古
墳
時
代
に

は
内
陸
の
平
野
部
に
仁
徳
陵
や
に
さ
ん
ざ
い
古
墳
が
築
造
さ
れ
壮
大
な
土
木
工
事

を
し
て
い
る
。
中
世
に
入
る
と
、
海
岸
部
に
港
を
築
造
し
自
治
都
市
を
形
成
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
常
に
地
形
に
立
脚
し
な
が
ら
最
先
端
の
技
術
を
展
開
し
て

き
た
の
が
堺
で
あ
る
。
ま
た
臨
海
部
の
工
業
地
帯
の
形
成
も
評
価
の
善
し
悪
し
に

係
わ
ら
ず
日
本
の
戦
後
の
近
代
化
を
リ
ー
ド
し
た
重
要
な
部
分
で
あ
っ
た
。

2
）
ま
ち
づ
く
り
資
源
の
保
全
と
発
掘

　
土
地
の
持
っ
て
い
る
自
然
の
条
件
や
そ
の
う
え
で
展
開
さ
れ
て
き
た
人
間
活
動

と
い
う
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
魅
力
や
今
後
の
歩
む
べ
き
道

が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
。

　
一
例
を
述
べ
る
と
、
南
部
丘
陵
や
そ
の
下
部
に
広
が
る
田
園
エ
リ
ア
、
あ
る
い

は
石
津
川
の
河
岸
段
丘
上
の
緑
や
古
墳
の
緑
、
社
寺
林
な
ど
昔
の
自
然
の
手
掛
か

り
に
な
る
緑
が
今
な
お
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
歩
ん
で
き
た
歴
史
や
自
然
を
手

掛
か
り
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
ど
う
再
生
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
く
の
か

が
、
堺
の
全
体
像
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

3
）
動
脈
型
都
市
構
造
に
代
わ
る
静
脈
型
都
市
構
造
の
明
確
化

　
上
記
の
よ
う
な
歴
史
や
自
然
を
基
調
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
人
間
に
例
え

る
と
静
脈
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
都
市
と
い
う
の
は
、
「
人
」
と
「
も
の
」
の
移
動
を
支
え
る
交
通
、

い
わ
ば
供
給
路
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
と
い
え
、
動
脈
型
都
市
構
造
を
持
つ

「
線
構
造
の
都
市
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
都
市
は
、
元
来
、
水
や
大
気
、

生
物
、
歴
史
か
ら
な
る
環
境
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
人
間
は
面
的
な
広

が
り
を
持
っ
て
生
活
を
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
都
市
を
静
脈
型
都
市
構
造
を
持

つ
都
市
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
都
市
の
後
背
地
で
あ
る
自
然
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
都
市
圏
の
中
で
、
一
体
の

都
市
圏
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い
る
の
が
水
系
で
あ
る
。
こ
の
水
系
に
立
脚
し
た

構
造
を
静
脈
型
の
都
市
構
造
と
捉
え
る
。

　
堺
で
は
石
津
川
水
系
や
西
町
川
水
系
を
基
調
と
し
た
静
脈
型
都
市
構
造
の
中

に
、
一
級
の
地
域
資
源
が
眠
っ
て
お
り
、
そ
の
発
掘
が
堺
の
魅
力
と
な
り
、
都
市

の
自
律
性
へ
と
向
か
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。



2

堺
の
顔
づ
く
り
一
環
濠
都
市
・
堺
の
イ
メ
ー
ジ
の
復
権
に
よ
る

個
性
化

　
最
初
に
環
濠
が
築
造
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
約
六
〇
〇
年
前
、
一
三
九
九
年
大
内

義
弘
の
と
き
で
あ
り
、
環
濠
都
市
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
五
八
六
年

に
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
一
部
埋
め
ら
れ
る
も
の
の
、
自
治
都
市
化
に
と
も
な
い

再
度
環
濠
が
復
活
す
る
が
、
＝
ハ
一
五
年
の
大
阪
夏
の
陣
で
完
全
に
焦
土
と
化
し

た
後
、
望
め
て
土
居
川
が
掘
削
さ
れ
る
。
一
七
〇
四
年
に
は
上
町
台
地
を
北
側
に

迂
回
し
て
い
た
大
和
川
が
現
在
の
位
置
に
付
け
替
え
ら
れ
る
。
こ
の
付
け
替
え
に

よ
っ
て
、
土
砂
が
堆
積
し
堺
の
港
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
は
じ
め
、
堺
の
衰
退

が
は
じ
ま
る
。
大
和
川
が
付
け
替
え
ら
れ
て
わ
ず
か
百
年
後
の
一
八
○
○
年
に
は

沖
合
に
現
在
の
旧
港
を
造
り
、
環
濠
内
の
排
水
の
た
め
に
堅
川
と
旧
訳
に
つ
な
が

る
内
川
の
二
河
川
が
築
造
さ
れ
、
堺
の
復
権
が
試
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
押
定
期
を

経
た
後
、
一
八
六
八
年
の
明
治
政
府
の
成
立
を
契
機
に
都
市
の
近
代
化
が
徐
々
に

進
む
中
、
環
濠
の
機
能
は
低
下
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
第
2
次
世
界
大

戦
に
よ
っ
て
再
び
堺
は
焦
土
と
化
し
、
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理
に
よ
っ
て
環
濠

内
の
大
部
分
は
近
世
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
都
市
基
盤
が
大
き
く
改
変
さ
れ
、
近

代
化
が
急
速
に
進
む
。
環
濠
の
舟
運
は
道
路
交
通
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
ご
み
捨
て

場
と
化
し
、
一
九
六
四
年
に
は
阪
神
高
速
道
路
の
建
設
の
た
め
に
環
濠
東
側
の
土

居
川
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九
八
○
年
代
に
は
生
活
環
境
の
質
の
向

場
所
の
顕
在
化
に
よ
る
都
市
再
編
（
ま
ち
の
魅
力
再
発
見
）

上
の
必
要
性
が
気
づ
か
れ
は
じ
め
、
一
九
九
〇
年
に
は
「
ふ
る
さ
と
の
川
」
整
備

事
業
に
指
定
さ
れ
る
。
再
整
備
に
よ
っ
て
現
在
の
土
居
川
、
内
川
は
視
覚
的
に
は

改
善
さ
れ
る
が
都
市
活
動
と
は
連
携
し
て
い
な
い
た
め
、
魅
力
あ
る
空
間
と
は
な

り
え
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

3

ま
ち
の
魅
力
再
発
見
1
「
さ
か
い
・
ま
ち
・
こ
ん
な
ま
ち
研
究
会
」
の

取
り
組
み

　
環
濠
都
市
堺
の
歴
史
を
振
り
返
る
中
で
、
堺
市
都
市
政
策
研
究
所
の
企
画
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
大
阪
府
立
大
学
と
大
阪
女
子
大
学
の
学
生
と
と
も
に
環
濠
を
取

り
囲
む
内
川
、
土
居
川
、
旧
港
、
環
濠
内
部
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
再
生
の
手
が

か
り
を
探
っ
た
。

1
）
歴
史
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
旧
環
濠
（
内
川
・
土
居
川
）
の
再
生

　
最
初
に
考
え
た
の
は
、
歴
史
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
旧
環
濠
（
内
川
・
土
居
川
）
の

再
生
で
あ
る
。

　
環
濠
は
、
あ
る
種
の
結
界
で
あ
る
。
都
市
の
個
性
化
を
生
み
出
し
て
い
く
た
め

の
一
つ
の
区
切
り
で
も
あ
る
。
一
方
、
周
り
の
都
市
と
旧
環
濠
内
の
都
市
を
つ
な

ぐ
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
る
。
こ
う
い
つ
た
意
味
で
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
環
濠
へ
入
る
橋
を
活
用
し
て
環
濠
内
部
の
イ
メ
ー
ジ
ャ
ビ
リ
テ

イ
を
ど
う
向
上
さ
せ
る
の
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
堺
の
都
心
部
の
個
性
化
を
図
っ
て

二
五



場
所
の
顕
在
化
に
よ
る
都
市
再
編
（
ま
ち
の
魅
力
再
発
見
）

い
こ
う
と
す
る
提
案
で
あ
り
、
内
川
・
土
居
川
に
新
た
な
都
市
活
動
を
導
入
す
る

提
案
で
も
あ
る
。

2
）
旧
港
・
環
濠
都
市
再
生
の
心
臓
部

　
旧
港
の
形
態
そ
の
も
の
は
非
常
に
美
し
い
形
態
を
持
っ
て
お
り
、
風
景
的
に
見

る
と
連
続
的
で
非
常
に
親
密
な
空
間
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
旧
港
に
文
化
的
な
視
点
を
ど
う
導
入
す
れ
ば
港
が
再
生
す
る
の
か

を
探
っ
て
い
る
。
都
市
は
劇
場
で
あ
る
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
揺
篭
と
い

う
親
密
な
空
間
に
創
造
的
活
動
を
付
与
し
、
都
市
の
舞
台
装
置
と
し
て
繋
累
を
再

生
さ
せ
よ
う
と
す
る
提
案
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
海
上
と
陸
上
交
通
と
の
結
節
点
と

し
て
の
に
ぎ
わ
い
の
再
生
に
対
す
る
提
案
も
行
っ
て
い
る
。
地
場
産
業
の
自
転
車

を
使
っ
た
陸
上
交
通
と
水
上
バ
ス
の
結
節
に
よ
る
東
洋
の
ベ
ニ
ス
の
復
活
に
対
す

る
提
案
で
も
あ
る
。

3
）
環
濠
内
部
の
埋
も
れ
た
資
源
と
市
民
生
活
と
の
連
携

　
環
濠
内
部
の
た
く
さ
ん
の
資
源
が
な
ぜ
埋
も
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
、
市
民

生
活
と
の
関
連
が
希
薄
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
市
民
生
活
と
の
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
く
と
、
空
間
は
空
虚
化
し
て
い

く
。　

空
虚
化
し
た
空
間
に
明
確
な
イ
メ
1
ジ
を
与
え
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
場
所
が
再
び
顕
在
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
提
案
で
あ

る
。
個
々
の
場
所
が
顕
在
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
濠
内
部
の
都
市
を
再
び
個
性

二
六

化
で
き
、
再
生
へ
の
歩
み
を
始
め
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
提
案
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
大
小
路
通
り
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
と
沿
線
市
街
地
の
活

性
化
、
大
道
筋
の
歩
道
空
間
の
再
編
と
路
面
電
車
の
風
景
化
、
ア
ス
テ
ィ
山
之
口

の
商
活
動
の
開
口
神
社
境
内
へ
の
に
じ
み
出
し
と
神
社
行
事
の
商
店
街
へ
の
に
じ

み
出
し
、
菅
原
神
社
と
周
辺
市
街
地
と
の
一
体
化
と
神
社
固
有
の
雰
囲
気
の
再
生
、

内
川
と
ザ
ビ
エ
ル
公
園
と
の
一
体
化
や
も
の
づ
く
り
施
設
（
工
場
や
舟
大
工
）
と

の
一
体
化
、
綾
之
町
商
店
街
の
わ
が
家
の
駅
化
、
南
宗
寺
の
内
川
へ
の
に
じ
み
出
し

と
周
辺
の
町
屋
と
の
連
続
性
、
西
本
願
寺
別
院
の
参
道
の
再
生
、
千
利
休
屋
敷
跡
と

市
立
病
院
跡
地
で
の
歴
史
的
積
み
重
ね
の
顕
在
化
さ
れ
た
空
間
化
な
ど
で
あ
る
。

お
わ
り
に
ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
一

　
基
本
的
視
点
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
風
景
）
と
は
、
そ
の

土
地
が
立
地
す
る
気
候
風
土
の
中
で
人
間
が
永
ら
く
活
動
し
、
そ
の
活
動
が
時
間

的
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
域
総
体
の
姿
で
あ
る
と
い

え
る
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
視
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず
、
地
域
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
が
成
立
し
て
き
た
背
景
を
詳
細
に
読
み
取
り
、
読
み
取
っ
た
も
の
を

十
分
に
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
い
つ
た
理
解
を
地
域
で
い

か
に
共
有
す
る
か
が
重
要
と
な
り
、
共
有
し
た
理
解
の
も
と
で
新
し
い
創
造
的
な

発
想
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
固
有
の
魅
力
あ
る
都
市
再
編
が
展
開
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



【
第
一
一
回
】
堺
の
鉄
砲
鍛
冶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堺
鉄
砲
研
究
会
代
表
澤
田
平

　
天
文
十
二
（
一
五
四
三
）
年
種
子
島
に
伝
来
し
た
鉄
砲
は
、
当
時
の
戦
国
武
将

に
と
っ
て
、
戦
術
を
変
え
る
威
力
あ
る
武
器
と
し
て
競
っ
て
求
め
ら
れ
、
堺
や
近

江
に
は
鉄
砲
鍛
冶
が
急
増
、
活
況
を
示
し
ま
し
た
。

　
鉄
砲
の
伝
来
は
、
武
器
と
し
て
の
威
力
は
勿
論
、
は
じ
め
て
の
工
業
製
品
と
し

て
我
国
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
鉄
砲
製
造
の
た
め
の
鋳
鍛
造
技
術
と
い
っ

た
冶
金
学
・
火
薬
の
調
合
や
生
成
の
た
め
の
化
学
・
正
確
な
射
撃
の
た
め
の
測
量

学
・
銃
創
に
た
い
す
る
外
科
医
学
の
導
入
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し
い
学
問
を

知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鉄
砲
技
術
は
日
本
の
学
者
、
職
人
達
に
よ
っ
て
、
和
時
計
・
医
療
器
・

万
年
筆
・
ラ
イ
タ
ー
・
自
転
車
な
ど
平
和
利
用
と
し
て
技
術
転
用
さ
れ
、
画
期
的

な
産
業
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
技
術
転
用
の
過
程
を
、
実
物
資
料
の
散
策
や
発
見
、
古
文
献
の
発
掘
、
ま
た

そ
れ
に
つ
い
て
の
実
験
、
分
析
、
実
測
な
ど
を
積
み
重
ね
て
作
ら
れ
た
資
料
を
展
示

し
て
、
科
学
技
術
史
上
か
ら
の
鉄
砲
伝
来
の
意
義
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
内
容
〉
鉄
砲
の
国
産
化
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

　
　
　
国
産
鉄
砲
の
い
ろ
い
ろ

　
　
　
ネ
ジ
の
製
作
技
術
の
応
用
と
そ
の
他
の
先
端
的
科
学
技
術

・
堺
自
転
車
博
物
館
の
火
縄
銃
の
特
別
展
示
　
・
江
戸
時
代
の
万
年
筆
「
自
潤
筆
」

・
江
戸
時
代
の
地
震
予
知
機
　
・
江
戸
時
代
の
測
量
計

・
佐
久
間
象
山
の
電
気
治
療
機
　
・
和
時
計
の
復
元

・
大
阪
城
攻
め
の
大
砲
が
鋳
造
で
な
く
鍛
造
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明

【
第
五
回
】
内
川
・
土
居
川
水
系
等
を
生
か
し
た
環
濠
都
市
の
再
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
川
・
土
居
川
ま
つ
り
実
行
委
員
長
　
平
野
憲
司

　
「
土
居
川
・
内
川
を
き
れ
い
に
し
再
生
す
る
研
究
会
」
の
活
動
記
録
を
通
し
て

環
濠
の
再
生
と
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
提
案
す
る
。

　
一
九
八
七
年
七
月
に
土
居
川
・
内
川
の
水
質
、
資
源
、
景
観
お
よ
び
歴
史
的
由

来
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
た
め
に
会
が
発
足
、
親
水
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
全
国
各
地
の
事
例
を
調
査
し
、
土
居
川
・
内
川
の
水
質
を
浄
化
す
る
方
法

を
模
索
し
は
じ
め
る
。

　
研
究
会
の
活
動
と
堺
市
の
取
り
組
み
と
は
、
は
じ
め
一
致
し
な
か
っ
た
。

　
研
究
会
は
、
水
質
浄
化
実
験
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
土
居
川
ま

つ
り
、
市
民
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
連
続
市
民
講
座
、
条
例
案
の
提
唱
、
『
水
澄
む
町
を
』

『
よ
み
が
え
れ
！
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
土
居
川
』
の
出
版
な
ど
の
活
動
を
行
い
、
ま
た
、

堺
市
は
「
内
川
水
辺
空
間
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
下
水
道
整
備
に
よ
る
家
庭
排

水
の
除
去
、
ヘ
ド
ロ
の
湊
深
に
よ
っ
て
海
水
を
水
源
と
し
た
浄
化
を
考
え
た
。

　
一
九
九
九
年
に
両
者
の
思
惑
が
一
致
し
、
「
堺
市
河
川
二
水
環
境
改
善
基
本
計

画
〈
内
川
水
系
〉
」
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
仁
徳
陵
～
土
居
川
．
内
川

～
堺
旧
港
に
至
る
水
質
改
善
が
期
待
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
、
家
庭
排
水
は
下
水
に
流
す
、
あ
る

い
は
家
庭
排
水
の
処
分
に
留
意
す
る
、
土
居
川
・
内
川
を
愛
護
す
る
取
り
組
み
を

続
け
る
、
な
ど
市
民
の
取
り
組
み
も
こ
れ
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

一
二
七


